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2広報「 」平成19年8月号

　

第
２
回
定
例
会
が
6
月
21
日
か
ら
27

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
19
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
案
な
ど
の
議
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
27
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

●
議
案
の
主
な
内
容
と
結
果

報　

告　

案　

件

■
葛
城
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況

　

の
報
告
に
つ
い
て
（
報
告
の
み
）

　

18
年
度
決
算
の
報
告

■
平
成
18
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

（
報
告
の
み
）

　

18
年
度
予
算
か
ら
19
年
度
予
算
へ
繰

り
越
す
事
業
明
細
の
報
告

専　

決　

処　

分

■
葛
城
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て
（
承
認
）

　

住
民
税
の
上
場
株
式
等
の
譲
渡
益
及

び
配
当
等
に
係
る
軽
減
税
率
を
そ
れ
ぞ

れ
1
年
延
長
す
る
改
正
や
、
固
定
資
産

税
に
お
い
て
は
、
平
成
19
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
に
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
が
居
住
す
る
住
宅

を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
改
修
を
行
っ

た
場
合
、
翌
年
度
に
お
い
て
1
0
0
㎡

を
限
度
と
し
3
分
の
1
を
軽
減
す
る
新

た
な
措
置
を
加
え
る
改
正
な
ど
。

■
平
成
18
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
5
号
）
に
つ
い
て
（
承
認
）

　

職
員
の
退
職
に
伴
う
特
別
負
担
金
の

追
加
、
体
力
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営
収

益
金
の
確
定
に
よ
る
積
立
金
の
追
加
等

に
よ
り
1
4
4
万
9
0
0
0
円
を
増

額■
平
成
19
年
度
葛
城
市
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）に
つ
い
て（
承

認
）

　

18
年
度
に
交
付
を
受
け
た
支
払
基

金
等
が
実
績
に
照
ら
し
不
足
し
た

こ
と
に
よ
り
、
19
年
度
予
算
か
ら

繰
り
上
げ
、
不
足
に
充
て
る
た
め

2
7
8
8
万
1
0
0
0
円
を
増
額

条　

例　

関　

係

■
葛
城
市
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
及
び
殉
職

者
特
別
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）

　

国
の
消
防
表
彰
規
程
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
語
句
及
び
条
項
の
整
理

を
行
う
改
正

■
葛
城
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て
（
原
案
可
決
）

　

政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
扶
養
親

族
の
給
付
基
礎
額
の
日
額
加
算
額
を
す

べ
て
2
0
0
円
に
引
き
上
げ
る
改
正

予　

算　

関　

係

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
の
議
決
に
つ
い
て
（
原

案
可
決
）

　

薑
8
号
線
の
橋
梁
工
事
費
及
び

用
地
購
入
費
の
追
加
等
に
よ
り

6
4
4
7
万
4
0
0
0
円
を
増
額

そ　
　

の　
　

他

■
市
道
の
認
定
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）

　

開
発
に
伴
う
道
路
３
路
線
の
認
定

　

・
尺
土
油
田
1
号
線

　

・
尺
土
油
田
2
号
線

　

・
林
堂
19
号
線

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
葛
城
市
議
会
」

会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
な
お
、

６
月
議
会
会
議
録
は
9
月
頃
に
掲
載
の

予
定
で
す
。）

市

議

会

だ

よ

り

●議会審議日程

6月 12日　まちづくり事業特別委員会
6月 13日　議会運営委員会
6月 21日　本会議
6月 22日　総務文教常任委員会
6月 25日　都市産業常任委員会
6月 26日　民生水道常任委員会協議会
6月 27日　本会議
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6
月
24
日
、
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
市
民
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
選
手
は
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
元
気

い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
で
思
う
存
分
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
緊
迫
し
た
中
に
も
終
始
和
や

か
に
進
行
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し

て
各
チ
ー
ム
と
の
親
睦
の
輪
を
広
め
て

い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　
　

磐
城
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

準
優
勝　
　

當
麻
小
学
校
附
属
幼
稚
園

第
3
位　
　

葛
城
市
役
所

熱
戦
！

 

市
民
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果
！

　

6
月
6
日
に
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、

6
月
8
日
に
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
親
と
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
『
子
育
て
体
操

教
室
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
、
0
〜
3
歳
く
ら

い
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
、
そ
の
お
母
さ
ん
約

1
0
0
名
ず
つ
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
白
石
睦
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

お
母
さ
ん
が
子
ど
も
を
お
ぶ
っ
た
り
、
で
ん
ぐ

り
か
え
り
を
し
た
り
と
身
体
を
動
か
し
、
親
と

子
が
気
軽
に
で
き
る
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
体
操
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
動
の
合
間
に
な
さ
れ
た
子
ど
も
と

の
触
れ
合
い
方
な
ど
を
含
め
た
子
育
て
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
の
お
話
を
、
お
母
さ
ん
た
ち
は

熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

親
と
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

『
子
育
て
体
操
教
室
』

（
子
育
て
支
援
事
業
）

　
「
元
気
な
モ
ノ
づ
く
り
中
小
企
業
3
0
0

社
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
活
躍
す
る
独

自
の
技
術
を
持
つ
中
小
企
業
の
一
社
に
、

葛
城
市
南
道
穂
に
あ
る
シ
バ
タ
製
針
株
式

会
社
（
社
長 

柴
田
修
氏
）
が
選
ば
れ
、
経

済
産
業
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

同
社
は
1
9
2
5
年
の
創
業
以
来
、
高

度
な
微
細
加
工
を
武
器
に
メ
リ
ヤ
ス
針
製

造
に
お
い
て
国
内
シ
ェ
ア
70
％
を
獲
得
。

進
化
を
続
け
る
繊
維
機
械
の
ニ
ー
ズ
に
も

対
応
し
、
日
本
の
経
済
成
長
力
の
一
役
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
こ
の
功
労
を
称
え
る
と
と
も
に
、

貴
社
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

元
気
な
モ
ノ
づ
く
り
中
小
企
業
300
社

シ
バ
タ
製
針(

株)

に

経
済
産
業
大
臣
よ
り
感
謝
状

　

小
走
マ
サ
ル
さ
ん
（
新

村
）
が
、
7
月
1
日
に

1
0
0
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
吉
川
市
長
が

お
祝
い
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
祝
い
の
花

束
を
前
に
、
ご
家
族
よ
り

温
か
い
祝
福
を
受
け
ら

れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
誕
生
日
を
お
祝

い
申
し
上
げ
、
ま
す
ま
す

の
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

祝　

1
0
0
歳
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●国民健康保険・限度額適用認定証

　病院に入院した場合、今までは医療機関で 3割相当分を支払い、自己負担限度額を超えた分は「高額療養費」

として払い戻されていましたが、平成 19 年 4月からは限度額適用認定証を医療機関に提示することにより、

自己負担限度額を上限とする請求となり、窓口での負担が軽減されるようになりました。

　また、住民税非課税世帯の方は、限度額適用・標準負担額減額認定証を提示することにより、入院時の食事

代も軽減されます。

　限度額適用認定証または限度額適用・標準負担額減額認定証が必要な方は次のものを持参のうえ、市民課へ

申請してください。

 （申請に必要なもの） ○国民健康保険証  ○印かん

国民健康保険および老人保健の減額認定証について国民健康保険および老人保健の減額認定証について

70 歳未満の方

適用区分 適 用 基 準 自 己 負 担 限 度 額

A
上位所得者

同一世帯の世帯主および国民健康保険被保険者の
基礎控除後の総所得金額が 600万円を超える方

150,000 円＋（医療費－ 500,000 円）× 1%

B 一般課税世帯
上記の上位所得者区分以外の一般課税世帯の方

80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）× 1%

C
住民税非課税世帯

同一世帯の世帯主および国民健康保険被保険
者の住民税が非課税の方

35,400 円

70 歳以上の方

適用区分 適 用 基 準 自 己 負 担 限 度 額

区分Ⅱ 同一世帯の世帯主および国民健康保険被保険
者の住民税が非課税の方

24,600 円

区分Ⅰ
区分Ⅱに該当する方で、世帯員の各所得が 0
円となる方（年金の所得は控除額を 80 万円
とする）

15,000 円

入院時食事代の標準負担額（１食あたり）

一般（下記以外の人） 260円

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ

90日までの入院 210円

過去 12カ月で 90日を超える入院 160円

低所得者Ⅰ 100円

 〔低所得者Ⅱ〕 同一世帯の世帯主および国民健康保険被保険者全員が住民税非課税の方。

 〔低所得者Ⅰ〕 低所得Ⅱに該当する方で、世帯員の各所得が 0円となる方。

   （年金の所得は控除額を 80万円とする）
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●老人保健　限度額適用・標準負担額減額認定証

　老人保健医療受給者で、同一世帯の世帯員全員が住民税非課税の方で医療費が高額になった場合は、自己負

担限度額および入院時の食事代が減額されます。老人保健の限度額適用・標準負担額減額認定証が必要な方は
次のものを持参のうえ、市民課へ申請してください。
 （申請に必要なもの）○健康保険証　○老人保健医療受給者証　○印かん

    ○非課税証明書（平成19年1月1日現在、葛城市に住民登録のない方）

適用区分 適用基準 自 己 負 担 限 度 額

区分Ⅱ 同一世帯の世帯員全員が住民税非課税 24,600 円

区分Ⅰ
区分Ⅱに該当する方で、世帯員の各所得が
0円となる方（年金の所得は控除額を 80
万円とする）

15,000 円

入院時食事代の標準負担額（１食あたり）

一般（下記以外の人） 260円

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ

90日までの入院 210円

過去 12カ月で 90日を超える入院 160円

低所得者Ⅰ 100円

〔低所得者Ⅱ〕 同一世帯の世帯員全
員が住民税非課税の方。
〔低所得者Ⅰ〕 低所得Ⅱに該当する
方で、世帯員の各所得が 0円となる
方。（年金の所得は控除額を 80 万円
とする）

　国民年金は、日本に住む 20歳以上 60歳未満の全ての方が加入し、保険料を納める必要があります。経済的
な理由などで保険料納付が困難な場合は、本人の申請により保険料納付が免除される制度があります。
　しかし、免除制度は、（本人・配偶者・世帯主）の前年所得が審査の対象ですので、本人が就職困難なときや、
失業中である等の理由であっても、所得のある世帯主と同居していると、保険料が免除されない場合がありま
した。
　このような若年者の年金権を確保するため、30 歳未満の方（※学生を除く）については、世帯主の所得に関
わらず、本人または配偶者の前年所得が一定以下である場合、保険料納付が猶予される「若年者納付猶予制度」
があります。
※　学生の方には、「学生納付特例制度」がありますので、若年者納付猶予制度を利用できません。

申請して承認されると　　
 承認期間 7 月から翌年 6月まで（年度途中で 30歳に到達する方は、到達する月の前月まで）
   ※ 審査結果（承認または却下）は、後日郵送でお知らせします。

 承認を受けた期間は 　将来老齢基礎年金を受けるための資格期間には認められますが、老齢基礎年金額の
   計算には反映されません。しかし、障害や死亡といった万が一の場合には、保険料納
   付済期間と同様に扱われ、障害基礎年金や遺族基礎年金が支給されます。（一定の受給
   要件があります。）

 追納制度 　承認を受けた期間は、10 年以内であれば保険料をさかのぼって納付（追納）するこ
   とができます。（承認を受けた年度の翌年度から起算して 3年度目以降に追納すると、
   当時の保険料に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。）
   　満額の老齢基礎年金を受けるためにも、保険料の追納をおすすめします。

　手続きは、住民票のある市町村役場の国民年金担当窓口です。（年金手帳・印鑑等をご持参ください）
◎詳しくは、市民課または大和高田社会保険事務所（☎（22）3531）まで

30 歳未満の皆さんへ！30 歳未満の皆さんへ！
【若年者納付猶予制度】があります。【若年者納付猶予制度】があります。

～　申請すれば「もしも」の時も安心です　～～　申請すれば「もしも」の時も安心です　～
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老人保健法による医療制度
（平成 20年 3月 31日まで）

後期高齢者医療制度
（平成 20年 4月 1日から）

運営主体及
び手続き 市町村

県内の全市町村で構成する
「奈良県後期高齢者医療広域
連合」
ただし、窓口業務や諸手続
きは市町村窓口で行います。

対 象 者
75 歳以上の方と 65 歳以上
75歳未満の方で一定程度の
障害のある方。

左と同じ

医療制度の
適用を受け
るには

国民健康保険または健康保
険等の医療保険に加入して
いることが条件。

対象者全員が奈良県後期高
齢者医療保険に加入します。
※現在の国保、社保から脱
退することになります。

医療機関
を受診す
る際は

医療保険証と老人医療受給
者証を提示する。

後期高齢者医療被保険者証
を提示する。

医療機関
での負担
割合

1 割負担
（現役並み所得がある方は 3
割負担）

左と同じ

保 険 料
医療保険によって異なり、
加入している医療保険者に
支払う。

原則として都道府県単位で
統一され、年金からの天引
きとなります。
（ただし、納付書により納め
る場合もあります。）

　

こ
れ
ま
で
の｢

老
人
保
健
法｣

に

よ
る
老
人
保
健
制
度
に
替
わ
り
、
平

成
20
年
4
月
か
ら
『
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
』に
よ
り
、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
を
対
象
と

す
る
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
が
新
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

老人保健制度で老人保健制度で
医療を受けている方へ医療を受けている方へ

平成 20 年 4 月 か ら
新たに新たに後期高齢者医
療制度が始まります。

●
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
都

道
府
県
単
位
で
全
市
町
村
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
広
域
連
合
が
運
営
し

ま
す
。

　

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nara-kouiki.jp/

　

上
記
内
容
の
ほ
か
、
運
営
主
体

で
あ
る
広
域
連
合
で
定
め
る
事
項

に
つ
き
ま
し
て
は
、
奈
良
県
内
の

市
町
村
長
や
市
町
村
議
会
議
員
の

中
か
ら
選
出
さ
れ
ま
す
議
員
20
名

か
ら
成
る
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
に
お
い
て
決
定

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
に
つ
い
て

　

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
に
お
い
て
、
平
成
19
年

11
月
頃
に
奈
良
県
の
保
険
料
が
決

定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　

高
齢
受
給
者
証
（
以
下
・
受
給

者
証
）
は
、
所
得
判
定
に
よ
り
毎

年
8
月
1
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

8
月
か
ら
使
っ
て
い
た
だ
く
新

し
い
受
給
者
証
を
7
月
下
旬
に

対
象
者
に
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

 

新
し
い
受
給
者
証
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、
市
民
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
人
保
険
医
療
受
給
者
証

　

老
人
保
険
医
療
受
給
者
証
は
、

所
得
判
定
に
よ
り
負
担
区
分
の
変

更
に
な
る
方
に
の
み
、
新
し
い
医

療
受
給
者
証
を
7
月
下
旬
に
郵

送
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
医
療
受
給
者
証
が
届
き

ま
し
た
ら
、
医
療
機
関
窓
口
へ
提

示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
ま
で
お
使
い
の
医
療

受
給
者
証
は
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
（
切
手
不
要
）
に
て
必
ず
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

（
市
民
課
）

 

届
い
て
ま
す
か
？

 

届
い
て
ま
す
か
？

老人保健制度からの変更点
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寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
こ

と
を
予
防
す
る
た
め
に
、
自
宅
か

ら
外
出
す
る
機
会
や
楽
し
み
を
つ

く
ろ
う
と
、
地
域
の
み
な
さ
ま
が
、

公
民
館
を
活
用
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
月
は
今
在
家
地
区
で
開
催
さ

れ
て
い
る
「
す
み
れ
会
」
で
す
。

　

こ
の
「
す
み
れ
会
」
は
、
寿
連

合
会
今
在
家
地
区
の
女
性
部
役
員

●
●
●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
●
●
●

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
な
れ
た

地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
の
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
で
す
。

さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
・
運

営
を
さ
れ
て
お
り
、
2
カ
月
に

1
回
、
体
操
や
手
工
芸
な
ど
を

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
集
い

は
平
成
18
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た

ば
か
り
で
役
員
さ
ん
も
試
行
錯
誤

さ
れ
な
が
ら
計
画
を
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
が
、「
皆
が
楽
し
く
、
そ

し
て
長
く
続
け
ら
れ
る
会
に
し
た

い
」
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

6
月
に
開
催
さ
れ
た
押
し
花

教
室
は
、
生
涯
学
習
課
の
移
動
講

座
を
活
用
し
た
教
室
で
、
講
師
の

説
明
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
素

敵
な
作
品
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
き
れ
い
な
花
を
生
か
し
て
作

品
を
作
る
こ
と
で
感
性
を
育
み
、

手
先
を
使
う
こ
と
で
認
知
症
予

防
に
も
役
立
つ
教
室
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
お
茶
と
お
や
つ
で
休

憩
し
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま

で
も
、
そ
の
人
ら
し
く
、
い
き
い

き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
高
齢

者
の
方
が
気
軽
に
集
ま
る
こ
と
が

で
き
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
、
認
知

症
予
防
な
ど
に
つ
な
が
る
地
域
サ

ロ
ン
。
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地

域
に
も
そ
ん
な
サ
ロ
ン
が
あ
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
サ
ロ
ン

の
立
ち
上
げ
は
1
人
で
は
な
か
な

か
難
し
い
も
の
で
す
。
地
域
の
お

友
達
を
誘
い
合
っ
て
、
サ
ロ
ン
の

立
ち
上
げ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
サ
ロ

ン
の
立
ち
上
げ
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あなたの地域にも
高齢者サロンを

つくってみませんか？

　

葛
城
市
で
は
、
ゆ
う
あ
い
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
温
水
プ
ー
ル
を
利

用
し
て
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
体

を
保
つ
た
め
誰
で
も
で
き
る
水
中

運
動
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
体
を
動
か
し
、
元
気

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

対
象
者

：

市
内
に
住
所
を
有
す
る

65
歳
以
上
の
方

実
施
日

：

9
月
8
日(

土)

か
ら

11
月
24
日(

土)　

計
11
回（
予
定
）

時
間

：

毎
週
土
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
11
時
30
分

費
用
負
担

：

プ
ー
ル
等
の
使
用
料

と
し
て
1
回
当
た
り
3
0
0
円

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

募
集
定
員

：

30
名
程
度
（
先
着
順
）

第第
22
期
生
募
集
！

期
生
募
集
！

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

体
力
づ
く
り

体
力
づ
く
り

◎
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で
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夏祭り開催！（お楽しみ土曜日）
子育て支援事業

　市内在住の小学生以下の子どもたちを対象に『夏
祭り』を開催しますので、遊びに来てください。
日　時：8 月 25日（土）午前 10時～正午
場　所：當麻スポーツセンター
内　容：スーパーボールすくい、ヨーヨーつり、他
参加費：100 円（当日徴収）
※ただし、数に限りがありますので、全てなくなり
次第終了いたします。

◎詳しくは、児童福祉課まで

母子家庭等就業・
自立支援センター事業の巡回相談

　児童扶養手当現況届の申請時期にあわせて、奈良

県母子・スマイルセンターの職員による巡回相談を
実施します。
　相談を希望される方は、巡回相談日に當麻庁舎児
童福祉課までお越しください。
巡回相談日：8月 7日／ 21日／ 28日（各火曜日）
　　　　　  の午前 9時から正午まで

◎詳しくは、児童福祉課まで

　

毎
年
8
月
に
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
は
「
現
況
届
」、
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

の
方
は
「
所
得
状
況
届
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

受
給
者
の
み
な
さ
ん
に
は
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方

は
8
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。）
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方

は
8
月
11
日
か
ら
9
月
10
日
ま
で
（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
。）
に
必
ず
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
全
額
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
方
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。（
た
だ
し
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
は
、
2
年
続
け
て
支
給
停
止
と
な
る
方
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
8
月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
2
年
間
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

    
児
童
扶
養
手
当
・

児
童
扶
養
手
当
・

    
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。
該
当
者

の
方
で
未
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

児
童
福
祉
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

　

死
亡
、
離
婚
、
未
婚
、
1
年
以
上
生
死
不

明
、
遺
棄
、
拘
禁
な
ど
の
理
由
で
父
と
生
計

を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
や
、
父
が
一
定

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
、
父
母
と
も
に

不
明
の
状
態
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

で
、
次
の
各
項
目
を
満
た
し
て
い
る
場
合

①
国
民
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
。）、

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
の
支
払
い
を

受
け
て
い
な
い
。

②
児
童
が
福
祉
施
設
に
措
置
入
所
し
て
い

な
い
。

☆
受
給
資
格
者
と
し
て
認
定
さ
れ
れ
ば
、
申

請
の
翌
月
か
ら
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
制

限
額
を
超
過
し
た
年
度
に
つ
い
て
は
、
手
当

の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
児
童
と
は
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
ま
た

は
20
歳
未
満
で
心
身
に
一
定
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
人

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　

心
身
に
重
度
（
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2

級
、
療
育
手
帳
Ａ
）
あ
る
い
は
中
程
度
（
身

体
障
害
者
手
帳
3
・
4
級
の
一
部
、
療
育
手

帳
Ｂ
の
一
部
）
の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
次
の
各
項
目

を
満
た
し
て
い
る
場
合

①
児
童
が
福
祉
施
設
に
措
置
入
所
し
て
い

な
い
。

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
て
い
な
い
。

☆
受
給
資
格
者
と
し
て
認
定
さ
れ
れ
ば
、
申

請
の
翌
月
か
ら
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が

制
限
額
を
超
過
し
た
年
度
に
つ
い
て
は
、
手

当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
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第
8
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
の
請
求
の
受
付
が
、
平
成
20
年
3

月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
で
、
ま
だ
手
続
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
社
会
福
祉
課
で
請
求
手
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

支
給
の
対
象
者

　

平
成
17
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い

な
い
場
合
に
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

1
．
平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
戦

　

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

　

受
給
権
を
取
得
し
た
方

2
．
戦
没
者
等
の
子

3
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

　

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

　
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な

　

か
っ
た
方
、
平
成
17
年
4
月
1
日
に
お
い

　

て
婚
姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
方

　

又
は
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組
を
し

　

て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。）

4
．
右
記
3
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

　

④
兄
弟
姉
妹

5
．
右
記
1
か
ら
4
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

　
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1

　

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

　

限
ら
れ
ま
す
。）

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

特
別
弔
慰
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

特
別
弔
慰
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎

年
6
月
中
（
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
。）
に
、

『
児
童
手
当
現
況
届
』
を
児
童
福
祉
課
に
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
未
だ
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得
状
況

と
6
月
1
日
現
在
の
養
育
状
況
な
ど
、
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
引
き
続
き

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
手
当
の
未
申
請
の
方
は
、
新

規
認
定
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

認
定
請
求
に
必
要
な
添
付
書
類

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証

 

【
請
求
者
本
人
の
も
の
】

・
請
求
者
の
銀
行
等
の
口
座
番
号

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

 

【
平
成
19
年
1
月
1
日
に
本
市
に

 
 

住
所
が
な
か
っ
た
方
】

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
!!

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
!!

計
量
器
の
定
期
検
査

計
量
器
の
定
期
検
査

　

計
量
器
は
、
ど
ん
な
に
優
れ
た
計
量
器
で

も
当
初
の
構
造
や
精
度
を
長
く
保
ち
続
け

る
の
は
困
難
で
、
狂
い
が
生
じ
て
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
計
量
法
で
は
、
物
品
の
売
買
、

取
引
に
使
用
さ
れ
る
計
量
器
の
使
用
者
に

対
し
て
、
2
年
に
1
回
検
査
を
受
け
る
こ
と

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

受
検
に
際
し
て
計
量
器
の
種
類
、
能
力
に

応
じ
て
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。（
1
台
に

つ
き
5
0
0
円
か
ら
2
、
2
0
0
円
程
度
。

家
庭
用
の
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
や
キ
ッ
チ
ン

ス
ケ
ー
ル
な
ど
は
無
料
。）

　

な
お
、
定
期
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
さ

れ
ま
す
と
処
罰
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
検
査
日
時
お
よ
び
検
査
場
所

・
9
月
3
日(

月)　

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時　

　

葛
城
市
役
所
新
庄
庁
舎 

1
階
市
民
ホ
ー
ル

・
9
月
4
日(

火)
　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

　

葛
城
市
役
所
當
麻
庁
舎 

1
階
市
民
相
談
室

・
9
月
5
日(

水)

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

運
搬
が
困
難
な
は
か
り
の
所
在
場
所

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で

相 

撲 

体 

験 

入 

門

相 

撲 

体 

験 

入 

門

本
物
の
土
俵
の
上
で
、
お
す
も
う
さ
ん

気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

葛
城
市
相

撲
館
「
け
は

や
座
」で
は
、

相
撲
発
祥
の

地
に
ち
な
ん

で
、
毎
年
夏

休
み
期
間
中

に
、
実
際
の

土
俵
を
使
っ

て
相
撲
の
楽

し
さ
を
子
供
た
ち
に
伝
え
、
相
撲
に
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
に
『
相
撲
体
験
入
門
』
を
開

催
し
ま
す
。  

  

今
年
も
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

8
月
16
日
（
木
）
か
ら 

27
日
（
月
） 

　
（
相
撲
館
休
館
日
火
・
水
曜
日
は
除
く
）

          

午
後
3
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

※
期
間
中
都
合
の
良
い
日
に
、
運
動
の
出
来

る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場　

所

：

葛
城
市
相
撲
館

対　

象

：

小
学
生
以
下

◎
詳
し
く
は
、
相
撲
館
☎
（
48
）
4
6
1
1

 

ま
た
は
農
林
商
工
課
ま
で

昨年のようす
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﹇
日　

時
﹈
9
月
2
日
（
日
）

 
 

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

﹇
場　

所
﹈
葛
城
山
麓
公
園

※
小
雨
で
も
行
い
ま
す

﹇
催
し
も
の
﹈

【
注
意
】

　

す
べ
て
無
料
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
に
は
「
参
加
券
」
が
必
要
で
す
。（
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
教
室
を
除
く
）

　

当
日
会
場
に
て
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」「
牛

乳
パ
ッ
ク
」「
ア
ル
ミ
缶
」
い
ず
れ
か
3
個

と
「
参
加
券
の

つ
づ
り
」
を
引

換
え
し
ま
す
。

当
日
ま
で
に
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｄ
Ｆ
エ
コ
カ
ー
ト
に
乗
ろ
う

（
小
学
生
低
学
年
以
下
は
保
護
者
同
乗
・
高

学
年
以
上
は
子

ど
も
の
み
乗
車

可
能
）

　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ

イ
オ
・
デ
ィ
ー

ゼ
ル
・
フ
ュ
ー

エ
ル
／
エ
コ
燃

料
）
で
動
く
カ
ー

ト
に
体
験
試
乗

が
で
き
ま
す
。

  
ふ
れ
あ
い
エ
コ
パ
ー
ク

ふ
れ
あ
い
エ
コ
パ
ー
ク

開
催
し
ま
す
！

開
催
し
ま
す
！

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ

グ
モ
は
、
強
い

毒
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
突
か

れ
る
と
驚
い
て

死
ん
だ
ま
ね
を

す
る
な
ど
、
攻

撃
性
も
な
く
お

と
な
し
い
ク
モ
で
す
。
素
手
で
さ
わ
ら
な
い

限
り
特
に
咬
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
7
年
11
月
に
大
阪
府
高
石
市
内
で

初
め
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、

県
内
で
も
あ
ち
こ
ち
で
生
息
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
葛
城
市
で
も
、葛
城
市
霊
園
や
、

兵
家
の
墓
地
の
側
溝
等
で
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

生
息
場
所

●
日
当
た
り
が
良
く
、
暖
か
い
と
こ
ろ

●
昆
虫
や
小
動
物
な
ど
の
餌
が
豊
富
に
あ

　

る
と
こ
ろ

●
巣
を
張
る
適
当
な
す
き
間
が
あ
る
と
こ
ろ

見
か
け
た
ら

●
素
手
で
さ
わ
ら
な
い
。

●
駆
除
す
る
。（
踏
み
つ
ぶ
す
、殺
虫
剤
を
か
け
る
、

　

焼
却
す
る
）

対　

策

●
外
で
作
業
す
る
と
き
は
、
手
袋
を
す
る
。

●
不
用
意
に
側
溝
等
の
す
き
間
に
手
を
入

　

れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

●
ク
モ
の
生
息
し
そ
う
な
場
所
は
、
こ
ま
め

　

に
清
掃
し
た
り
整
理
整
頓
し
た
り
し
て
、

　

ク
モ
の
住
み
に
く
い
環
境
作
り
を
す
る
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
保
健
所
ま
た
は
環
境
課
ま
で

  犬の捕獲及び犬猫の引取りの休止のお知らせ犬の捕獲及び犬猫の引取りの休止のお知らせ

　葛城保健所による犬の捕獲及び犬猫引取り業務が、

施設の保守点検等の為、次のとおり休止されます。

▼犬の捕獲業務及び犬猫引取り業務休止期間

 8 月 13日 ( 月 ) から 17日 ( 金 )まで

◎詳しくは、環境課　☎（69）3001

　　または、葛城保健所 生活衛生課 獣疫生活衛生係

☎（22）1701　( 内線 236)まで

 奈良県下水道排水設備工事責任技術者試験
▼試験日 ‥11月9日（金）午後 2時～ 4時
▼場　所 ‥かしはら万葉ホール（橿原市小房町11番 5号）
▼受験料 ‥3、500 円（テキスト代含む。）
▼受付期間 ‥9 月 3日（月）から 9月 11日（火）まで
　　　　　　午前 9時から午後 4時
※土曜日、日曜日、祝祭日及び郵送による受付はしません。
▼受付場所 ‥葛城市下水道課（新庄庁舎 2階）
※試験申し込み用紙は、葛城市下水道課で交付します。

◎詳しくは、下水道課まで

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意
を
！

Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
で
き
る
ま
で

　

カ
ー
ト
の
燃
料
と
な
る
B
D
F
は
、
使

用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
な
ど
か
ら
生
ま
れ
ま

す
。
果
た
し
て
、
天
ぷ
ら
油
は
、
カ
ー
ト
を

動
か
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
…
。

（
セ
ベ
ッ
ク
㈱
協
力
）

パ
ネ
ル
展

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

フ
ワ
フ
ワ

　

巨
大
風
船
の
中
で
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り

出
来
ま
す
。

金
魚
す
く
い
／
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
親
子
工
作
教
室

（
親
子
で
参
加
／
午
前
・
午
後　

各
20
組
ま

で
／
小
学
生
以
上
／
参
加
費
1
組
に
つ
き

5
0
0
円
）

　

太
陽
光
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
ま
れ
る

し
く
み
を
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
工
作
を
交
え

な
が
ら
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

（
シ
ャ
ー
プ
㈱
協
力
）

【
事
前
申
し
込
み
制
】

　
「
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
親
子
工
作
教
室
」
の
お

申
し
込
み
は
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
」
を
記
載
の
う
え
往
復
ハ
ガ
キ
に

て
左
記
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
8
月
20
日

必
着
）。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、

結
果
を
返
送
し
ま
す
。

　

〒
6
3
9-

2
1
9
5

　
　

葛
城
市
柿
本
1
6
6

　

環
境
課

 

　

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
教
室　

あ
て

※
こ
の
事
業
は
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施

工
者
協
議
会
の
助
成
を
う
け
て
実
施
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
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※
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
は
ゴ
ー
ス
ト
な
ど
に

　
　
　

よ
り
映
り
が
悪
か
っ
た
ビ
ル
陰
共
同
受
信

　
　
　

地
域
で
も
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、

　
　
　

各
家
庭
が
個
別
受
信
を
行
う
こ
と
で
良
好

　
　
　

に
受
信
で
き
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
　

※
個
別
受
信
に
移
行
で
き
な
い
世
帯
は
、
ケ
ー

　
　
　

ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
や
共
同
受
信
設
備
改
修

　
　
　

に
伴
う
経
費
負
担
が
必
要
に
な
る
場
合
が

　
　
　

あ
り
ま
す
。

④
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
い
る
方
、

加
入
を
考
え
て
い
る
方

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
の
視
聴
方
法
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
0
5
7
0
（
07
）
0
1
0
1
、

午
前
9
時
〜
午
後
9
時
、
土
日
祝
日
は
午
後

6
時
ま
で
）
へ
。
ま
た
は
、
総
務
省
近
畿

総
合
通
信
局
放
送
課
（
☎
06
（
6
9
4
2
）

0
8
2
0
、
平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分
）
へ
。

　

放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

http://w
w
w
.ktab.go.jp/ 2011

①
個
別
受
信
で
テ
レ
ビ
の
買
い
替
え
を
考

え
て
い
る
方

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
を
購

入
し
ま
す
。

　
　

※
こ
の
マ
ー
ク
が
付
い
た
製
品
は
デ
ジ
タ
ル

　
　
　

放
送
の
受
信
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。

　

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

②
個
別
受
信
で
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
で
見
た

い
方

　

現
在
使
用
中
の
テ
レ
ビ
で
見
る
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
現
在
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ

コ
ー
ダ
ー
に
内
蔵
さ
れ
た
も
の
や
地
上
デ

ジ
タ
ル
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
、
1
1
0
度
Ｃ

Ｓ
デ
ジ
タ
ル
共
用
の
も
の
が
多
く
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。）
と
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
設

置
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

※
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
は
、
各
テ
レ
ビ
ご

　
　
　

と
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
集
合
住
宅
や
受
信
障
害
対
策
で
共
同
受

信
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方　

　

個
別
受
信
が
可
能
な
場
合
は
、
①
ま
た
は

②
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
共
同
受
信
施
設
を
利
用
す
る

場
合
は
、
設
備
の
改
修
な
ど
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
施
設
管
理
者
な
ど

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

2
0
1
1
年
（
平
成
23
年
7
月
24
日
）

ま
で
に
、
す
べ
て
の
地
上
テ
レ
ビ
放
送
は
、

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
変
わ
り
ま
す
。

あ
る
日
突
然
、「
テ
レ
ビ
が
映
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

2
0
1
1
年
ま
で
に
ご
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。

ざ
ま
な
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
可
能
と
す

る
電
波
が
今
後
も
さ
ら
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
電
波
を
効
率
が
高
い
デ

ジ
タ
ル
方
式
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
電
波
の

余
裕
を
つ
く
る
こ
と
で
、
電
波
の
有
効
活
用
を

図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
放
送

を
通
常
の
番
組
だ
け
で
な
く
、
防
災
や
医
療
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
実
現
さ
せ
、
こ
れ
か

ら
の
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
、
誰
も
が
便
利

で
安
心
し
た
暮
ら
し
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
活
用
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

UHFアンテナ

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
に
？

な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
に
？

　

近
年
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
は
じ
め
各
種
の

無
線
や
携
帯
電
話
が
普
及
し
、
国
内
の
電
波
が

非
常
に
不
足
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
発
展
の
た
め
に
は
、
さ
ま

2011 年 7月 24 日までに
全てのテレビは

デジタル放送受信に切り替えを

2011 年 7月 24 日までに
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教育委員会からのお知らせ

  

6
月
29
日
の
教
育
委
員
会
で
吉
村
正
好
氏
（
本
市
北
花
内
在
住
、
前
本
市
教
育

委
員
長
）
が
選
任
さ
れ
、
7
月
1
日
付
で
教
育
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
教
育
長
を
拝
命
し
、
職
責
の
重
大
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
致
し
ま
す
。

　

本
市
教
育
は
、
平
成
16
年
の
合
併
以
来
、
３
年
足
ら

就
任
に
あ
た
り

教
育
長　

吉 

村 

正 

好

【
経
歴
】
昭
和
32
年
、（
株
）
南
都
銀
行
入
行
。
尺
土
他
各
支
店
長
を
経
て
、

秘
書
室
長
、
南
都
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
代
表
取
締
役
、
旧
新
庄
町

及
び
葛
城
市
で
教
育
委
員
、
教
育
委
員
長
を
歴
任
。

教
育
長
に　

吉よ
し 

村む
ら 

正ま
さ 

好よ
し　

氏

葛城市音楽祭　歌ものがたり「中将姫」合唱団員の募集！
　中将姫伝説を題材に、市民合唱団（市内のコーラスグループと公募による合唱団員）が、プロの声楽家と

共に歌ものがたりで中将姫の半生を物語っていく、市民による市民との協働の文化会館自主事業です。

　市内の合唱団の練習に併せて、歌ものがたり「中将姫」の練習を進めていきますので、希望の合唱団に連

絡を入れていただいて練習に参加してください。

　　☆歌ものがたり「中将姫」　開催時期は、平成２０年３月２０日（祝）を予定しています。

　　☆応募条件　　①市内在住在勤の者

　　　　　　　　　②女声若干名、男声歓迎　（葛城あすなろ合唱団は、小中学生）

　　　　　　　　　③８月末締切

ず
の
間
に
確
固
た
る
礎
い
し
ず
えが
築
か
れ
ま
し
た
。
旧
両
町
教
育
の
良
さ
を
生
か
し
つ
つ
、
学
校

教
育
・
生
涯
学
習
い
ず
れ
の
面
に
お
い
て
も
、
本
市
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
取
組
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
不
断
に
見
直
し
な
が
ら
、
継
承
・
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
私
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
庄
中
学
校
、
安
全
登
校
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　

奈
良
県
教
育
委
員
会
指
定
の
研
究
校
に

　

新
庄
中
学
校
が
、
県
教
委
指
定
の
学
校
安
全
研
究
推
進
事
業
研
究
校(

平
成
19
・
20
年
度
）

と
し
て
、
研
究
主
題
「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
主
自
律
的
な
安
全
登
校
を
目
指
し
て 

ー 

生
命

の
大
切
さ
を
基
盤
と
し
た
通
学
の
あ
り
方 

ー  

」
の
も
と
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

研
究
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

　
　

①
学
活
・
道
徳
の
授
業
を
通
し
て
、
交
通
規
範
意
識
の
高
揚
を
図
る

　
　

②
交
通
安
全
教
室
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
生
徒
が
意
欲
的
に
取
り
組
む
教
室
と
す
る

　
　

③
他
の
機
関
（
警
察
署
・
交
通
安
全
協
会
・
自
転
車
業
界
等
）
と
の
連
携
を
探
る

の
3
点
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
生
徒
意
識
調
査
、
通
学
路
の
再
点
検
と

危
険
箇
所
の
把
握
、
道
路
状
況
に
応
じ
た
通
学
路
の
見
直
し
等
を
行
い
ま
す
。

　

交
通
規
則
を
遵
じ
ゅ
ん
し
ゅ守
し
な
が
ら
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
「
自
分
の
生
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
精
神
を
育
み
、
安
全
な
登
下
校
の
確
立
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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   毎月11日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

（人権政策課）

當麻蹶
けはや

速の塚（五輪塔）
　『日本書紀』の垂仁天皇 7年 7月 7日条に、當麻の力士と出雲国の勇士
が力比べをしたことが記されていますが、これは當麻蹶速と出雲国から
大和に来た野

のみ の す く ね

見宿禰による相撲のことであり、日本最初の相撲とされる
説話です。
　力士の形をした埴輪が古墳の周囲から出土することがありますが、相
撲はもともと豊かなみのりを願ったり、死者の魂を鎮めるための儀式と
して行われていました。奈良時代になると毎年 7月 7日に紫

ししんでん

宸殿の庭前
で催される「相

すまいのせち

撲節」に発展しました。全国から集められた相撲人や楽人・
舞人らに親王や公家たちも加わり、盛大なものになりました。
　「相撲節」には子どもが占い相撲をとったり、陰陽師が相撲人とともに
登場することなどから、相撲の技を見て楽しむだけの催しではなく、呪
術的性格・宗教的儀式の色彩が色濃かったことが確かめられます。

當麻蹶速之碑について
　當麻蹶速之碑は、昭和 12年 8月、中尾方一氏（相撲史跡研究者）、安
江不空氏（歌人で画家）、猿丸吉左ェ門氏（同志社大学相撲部出身・元学
生横綱：後の芦屋市長）等の努力で完成しました。中尾方一氏が撰文し
た碑文には次のようにかかれています。
　「11代垂仁天皇の時代の 7年 7月に當麻蹶速と野見宿禰が角力を取っ
たことは、歴史的に見ても事実であり、共に相撲の開祖として称されて
いるにも関わらず、勝者の野見宿禰を奉り、敗者の當麻蹶速は一切触れ
ていないのはあまりにも不公平である。全国的に知られている野見宿禰に
対し、地元でひっそりと奉られておることは非常に残念でならない。現
在、相撲は我が国技として、大変盛況である。今こそ當麻蹶速之碑を建て、
之を顕彰しその霊を慰めなければならない。」（當麻蹶速之碑の解説）

人権啓発小冊子「葛城市人権スポットを歩く」　その11人権啓発小冊子「葛城市人権スポットを歩く」　その11
　葛城市人権教育推進協議会が作成した小冊子「葛城市人権スポットを歩く」から、人権スポットを紹介いた
します。
　この小冊子は、人々の「優しさ」、「いのち」、「願い」、「助け合い」、など、人権を広い意味で捉え、その側面
から葛城市の歴史スポットに焦点をあてて作成してあります。

～ 相撲は毎年 7 月 7 日に行われていた ～～ 相撲は毎年 7 月 7 日に行われていた ～

當麻蹶速と野見宿禰の宮中相撲

當麻蹶速の塚

當
麻
蹶
速
の
碑
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第 2回葛城市健康づくりフォーラムが開催されました！
　7月 8日、新庄文化会館マルベリーホールにおいて、第 2回葛城市健康づ
くりフォーラムが、健康日本 21推進全国連絡協議会との共催のもと盛大に
開催されました。
　当日はあいにくの曇

どんてん

天模様となりましたが、約 620 人の参加をいただき
ました。
　今回のフォーラムは、市民で構成されるプランニングパートナーさんと
行政が協働して策定した、葛城市の健康なまちづくり計画「きらり葛城 21
～イキイキ輝くまちプラン～」を市民の皆さんに広く知って頂くことを目的
として開催され、プランニングパートナーさんから計画の柱となる「6つの
健康づくり分野」について、創意工夫を凝らした発表が行われました。また、
岐阜大学教授の藤崎和彦先生、早稲田大学の真田樹義先生による記念講演が
行われ、皆さん熱心に耳を傾けておられました。
　フォーラムの途中には、健康づくり推進員さんによる「はつらつ体操～緑
の風にのせて～」が行われ、会場の皆さんが一体となって体操を行いました。
　今後は、“きらり輝くまち”を目指し市民の皆さんと共に健康づくりに取
り組んでいきたいと考えています。そこで、健康増進課では、市民の皆さま
から推進パートナーさんを募集しています。健康づくりに興味をもたれた方
は、是非活動にご参加ください。
　お問い合わせは、新庄健康福祉センター ☎（69）9900　まで。

☆健康相談
　●日時：8月 9日（木）・24日（金）

　●受付：午前 10時～午前 11時

　●場所：新庄健康福祉センター

　●内容：血圧測定・尿検査など

　※　健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆乳幼児健康相談
　●日時：8月 7日（火）・8日（水）
　●受付：午前 10時～午前 11時
　●場所：當麻保健センター

　◆日時：8月 22日（水）・23日（木）
　◆受付：午前 10時～午前 11時
　◆場所：新庄健康福祉センター

　■内容：身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談
　※　母子健康手帳をご持参ください。

“あんじょうみそ”づくり　募集します！

　例年ご好評をいただいております“あんじょうみそ”づくりを、今年度も実施します。「材料を混ぜる」だけ

の簡単な作業ですので、初めての方でも気軽にご参加いただけます。
　“あんじょうみそ”は、塩控え目・カルシウム強化・ミネラル豊富などの特徴を持ち合わせており、皆さんの
健康づくり、健康管理にきっとお役に立てると考えます。
　お申し込みは、新庄健康福祉センターまで、お電話にてお願いします。定数に達し次第締め切らせていただ
きますので、お早めにお申し込みください。皆さんのご参加をお待ちしております。
 【実施日時】 8 月 30 日（木）  《午前の部》午前 10時 30分～正午頃
      《午後の部》午後 2時～午後 3時 30分頃
 【実施場所】 新庄健康福祉センター　3階　保健指導室及び栄養指導室
 【参加負担金】 1 口（約 3kg）1,000 円　※何口でもお申し込みできます。
 【申込期間】 8 月 13 日（月）から　8月 22日（水）まで
　　※エプロン、三角巾、みそを持ち帰る気密性の高い容器をご持参ください。
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ひ
っ
た
く
り
事
件
が
多
発

ひ
っ
た
く
り
事
件
が
多
発

狙
わ
れ
て
ま
す
よ
、
路
上
で
の
「
ひ
っ
た
く
り
」。 

警
戒
し
て
い
ま
す
か
？

　

街
灯
や
人
通
り

が
少
な
い
夜
道
で
、

女
性
や
高
齢
者
の

背
後
か
ら
バ
イ
ク

な
ど
で
近
づ
き
、

追
い
抜
き
ざ
ま
に

バ
ッ
グ
な
ど
を
奪

う
、
こ
ん
な
単
純

な
手
口
だ
か
ら
防
ぐ
方
法
も
簡
単
な
は
ず

な
の
に
意
外
に
実
行
で
き
て
い
な
い
の
が

「
ひ
っ
た
く
り
か
ら
身
を
守
る
」
方
法
。
今

日
か
ら
は
即
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
防
止
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

1 .
周
囲
に
気
配
り
を
す
る

●
後
ろ
か
ら
バ
イ
ク
の
音
が
し
た
ら
要
注

意
。
バ
ッ
グ
を
し
っ
か
り
抱
え
て
止
ま
り
、

通
り
過
ぎ
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。　

●
歩

道
で
は
、
自
転
車
に
も
注
意
。
無
音
で
接
近

し
ま
す
。
後
方
も
常
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
携
帯
電
話
は
明
る
い
場
所
で
止
ま
っ
て

使
う
。
携
帯
電
話
の
使
用
は
周
囲
へ
の
注
意

を
欠
く
も
と
で
す
。

2 .

バ
ッ
グ
の
持
ち
方
を
意
識
す
る

●
車
道
側
で
は
な
く
、「
建
物
側
に
持
つ
」。

バ
ッ
グ
な
ど
は
車
道
と
反
対
側
に
し
っ
か

り
持
ち
ま
し
ょ
う
。　

●
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ

（（
消
防
署
）

99
月月
11
日日

こ
の
日
は
何
の
日
？

こ
の
日
は
何
の
日
？

　

大
正
12
年
（
1
9
2
3
年
）
9

月
1
日
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、

死
者
、
行
方
不
明
者
が
10
万
5
千

余
人
、
避
難
人
数

は
1
9
0
万
人

以
上
も
の
大
き
な

被
害
を
も
た
ら

し
た
こ
と
を
忘

れ
る
こ
と
な
く

災
害
に
備
え
よ

う
と
、
昭
和
33
年

（
1
9
5
8
年

）

に
防
災
の
日
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
石
川
県
能
登
半
島
や
三
重
県
中

部
、
ま
た
新
潟
県
中
越
沖
等
で
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
地
震
に

加
え
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
起

こ
り
易
い
た
め
、
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
く
る
も
の
と
考

え
、
ふ
だ
ん
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
防
災
の
日
を
前
に
し

て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
、
災
害
に
備
え
て
の
防
災
講

習
会
や
防
災
訓
練
、
応
急
手
当
講
習
会
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
積

極
的
に
訓
練
等
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
消
防
署
警
防
課
（
防
災
関

係
）
消
防
課
（
応
急
手
当
関
係
） 

☎
（
69
）

7
1
7
1
（
代
表
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

平
成
19
年
度
奈
良
県
警
察
官

　

Ａ
（
第
2
回
）・
Ｂ
採
用
試
験

▼
試
験
職
種
別
採
用
予
定
人
員

‥

　
　

警
察
官
Ａ
（
大
卒
・
男
性
）
30
人
程
度

　
　

警
察
官
Ａ
（
大
卒
・
女
性
）
3
人
程
度

　
　

警
察
官
Ｂ
（
大
卒
以
外
・
男
性
）
30
人
程
度

　
　

警
察
官
Ｂ
（
大
卒
以
外
・
女
子
）
7
人
程
度

▼
受
付
期
間

‥

8
月
10
日（
金
）〜
31
日（
金
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
は
、
8
月
22
日(

水)

ま
で

▼
第
1
次
試
験
日

‥
　

○

教
養
・
論
作
文
試
験
／
実
技
判
定

 

9
月
16
日
（
日
）

※
実
技
判
定
は
、
希
望
者
に
対
し
て
実
施

　
○

体
力
検
査
／
口
述
試
験

 

9
月
29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）、 

 

10
月
6
日
（
土
）、
7
日
（
日
） 

 
 

の
う
ち
指
定
す
る
1
日

※
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
に
つ
い
て
は
、
5
月

　

に
実
施
し
た
警
察
官
Ａ
（
第
1
回
）
採
用

　

試
験
を
受
験
し
た
場
合
で
も
、
今
回
実
施

　

す
る
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
（
た
だ
し
、
最
終
合
格
者
を
除
く
。）

▼
受
験
申
込
先

‥
　

奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

 

〒
6
3
0
ー
8
5
7
8

　

奈
良
市
登
大
路
町
80
番
地

　
　

☎
（
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

 

0
1
2
0
（
3
5
1
）
2
0
4

　
　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.police.pref. 
nara.jp/

▼
そ
の
他

‥

奈
良
県
警
察
官
募
集
案
内
・
採

　

用
試
験
受
験
申
込
書
は
高
田
警
察
署
ま

　

た
は
交
番
・
駐
在
所
へ

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
高
田
警
察
署
警
務
課

　
　

☎（
22
）0
1
1
0
内
線
2
1
1
ま
で
。

グ
は
斜
め
か
け
に
。
上
か
ら
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

や
コ
ー
ト
を
羽
織
る
と
完
璧
。　

●
手
提
げ

バ
ッ
グ
は
腕
を
通
し
て
体
の
前
に
。
腕
を

Ｖ
型
に
し
て
バ
ッ
グ
を
通
し
て
体
の
前
で

持
ち
ま
し
ょ
う
。　

●
夜
道
で
は
ブ
ラ
ン
ド

バ
ッ
グ
は
隠
す
。
紙
バ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て

隠
し
ま
し
ょ
う
。

3 .

安
全
な
道
を
選
ぶ

●
人
通
り
が
絶
え
な
い
道
。
少
し
遠
回
り
に

な
っ
て
も
、
人
通
り
の
多
い
道
を
通
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。　

●
歩
車
道
の
区
分
の
あ

る
道
。
間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
が
あ
れ
ば

よ
り
安
全
で
す
。　

●
夜
で
も
明
る
い
道
。

街
灯
の
あ
る
人
通
り
の
多
い
明
る
い
道
を

通
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

4 .

自
転
車
の
前
カ
ゴ
を
ふ
さ
ぐ 

●
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
（
ネ
ッ
ト
）
を

使
う
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
売
っ
て
い
ま

す
。　

●
バ
ッ
グ
の
上
に
新
聞
や
雑
誌
な
ど

で
ふ
た
を
す
る
。
カ
ゴ
内
に
置
く
だ
け
で
安

全
で
す
。

　

ひ
っ
た
く
り
被
害
に
遭
っ
た
ら
大
声
で

周
り
の
人
に
知
ら
せ
、
そ
の
場
で
1
1
0

番
！
市
民
パ
ワ
ー
で
「
ひ
っ
た
く
り
犯
人
」

撃
退
を
！

「
ひ
っ
た
く
り
犯
人
」
を
見
た
り
聞
い
た
ら

　

高
田
警
察
署　

☎
（
22
）
0
1
1
0
に

連
絡
、
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
▼
１
１
９

１
１
９
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー
▲
△

6
月
中

火
災
…
1
件

救
急
…
83
件

救
助
…
2
件

本
年
の
累
計

火
災
…

1
件

救
急
…
6
1
1
件

救
助
…

8
件
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図
書
館
だ
よ
り

冷蔵庫でつくるひんやりデザート50レシピ
―甘さ控えめとってもおしゃれ―
青木　敦子／著

長すぎる夏休み
ポリー・ホーヴァート／作
　　目黒　条／訳

　

ソ
ル
ベ
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
ゼ
リ
ー
、
く
ず
き

り
、
お
し
る
こ
な
ど
ヘ
ル
シ
ー
で
お
し
ゃ
れ
な

洋
菓
子
、
和
菓
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
手
に

入
り
や
す
い
野
菜
や
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
手
軽

な
も
の
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
作
る
、
お

店
で
食
べ
る
よ
う
な
も
の
ま
で
。

　

お
い
し
く
作
る
た
め
の
基
本
と
コ
ツ
も
載
っ

て
い
る
の
で
、
初
め
て
で
も
安
心
し
て
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

見
た
目
も
涼
し
げ
な
冷
た
い
デ
ザ
ー
ト
で
涼

を
と
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

十
二
歳
の
少
年
ヘ
ン
リ
ー
は
、
両
親
が
ア
フ

リ
カ
へ
行
っ
た
た
め
、
二
人
の
お
ば
さ
ん
に
面

倒
を
見
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
は
じ

め
は
家
で
三
人
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
ば

さ
ん
た
ち
が
突
然
旅
行
に
出
か
け
る
と
言
い
だ

し
ま
す
。
夏
休
み
ま
で
ま
だ
少
し
日
が
あ
る
と

い
う
の
に
。

　

行
く
先
も
思
い
つ
き
、
い
つ
終
わ
る
か
も
分

か
ら
な
い
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
な
大
旅
行
。
二
人
に

ふ
り
ま
わ
さ
れ
る
ヘ
ン
リ
ー
で
す
が
、
次
第
に

心
に
変
化
が
・
・
・
。

　

ヘ
ン
リ
ー
と
同
年
代
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
大

人
の
人
に
も
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。

★…児童書

《
催
し
も
の
ご
案
内
》

【
映
画
会
の
お
知
ら
せ
】

【
映
画
会
の
お
知
ら
せ
】

　

日
時

：

8
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

　

 

『
黒
い
雨
に
う
た
れ
て
』

【
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
】

【
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
】

★
新
庄
図
書
館

　

日
時

：

8
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋
・

Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
き
ん
ぎ
ょ
が
に
げ
た

　

お　

話
…
お
ば
け

　

紙
芝
居
…
お
て
が
み　

ほ
か

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
旅
人
馬

　

絵　

本
…
お
ば
け
の
ひ
っ
こ
し

　

紙
芝
居
…
た
べ
ら
れ
た
や
ま
ん
ば  

ほ
か

　【
夏
の
お
た
の
し
み
会
の
お
知
ら
せ
】

【
夏
の
お
た
の
し
み
会
の
お
知
ら
せ
】

★
當
麻
図
書
館

　

日
時

：

8
月
26
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
〜

　

場
所

：

當
麻
図
書
館
2
階
研
修
室

　

大
型
絵
本
…
キ
ャ
ベ
ツ
く
ん

　

お　

話
…
お
ぼ
さ
り
て
ェ
ー

 
 

だ
か
さ
り
て
ェ
ー

　

大
型
紙
芝
居
…
ソ
メ
子
と
オ
ニ

　

人
形
劇
…
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん

な
ど

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

書　　　　　　　名 著　　者　　名 新庄図書館 當麻図書館
　神々と肉食の古代史 　平林章仁 ○
　沖縄は戦場だった 　鈴木喜代春 ○
　これでもかーちゃんやってます 　上大岡トメ ○
　高齢ドライバー・激増時代 　所正文 ○
　お父さん、お母さん、ありがとう！ 　八芳園 ○
　エンド・クレジットに最適な夏 　福田栄一 ○
　晩年 　立松和平 ○
　終生ヒトのオスは飼わず 　米原万里 ○
　真景塁ヶ淵 　三遊亭円朝 ○
　現代短歌の歩み 　武川忠一 ○
★宮本武蔵 　すぎたとおる ○
★やさしくね　やさしいことはつよいのよ 　宮城まり子 ○
★グリーンピースのあかちゃん 　サム・ウィリアムズ ○
★なつのおうさま 　ささめやゆき ○
★ローザ 　ブライアン・コリアー ○ ○
★座敷わらしレストラン 　かとうくみこ ○
★みずたまぴょんがやってきた 　斉藤洋 ○
★Ｓ力人情商店街　1 　令丈ヒロ子 ○
★もしもねこがしゃべったら・・・？ 　クロード・ロワ ○
★ニルスのふしぎな旅　上・下 　セルマ・ラーゲルレーヴ ○ ○
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増 

改 

築 

相 

談

▼
日　

時

‥

8
月
5
日
（
日
）・
9
月
2
日
（
日
）

 
 

午
前
9
時
〜
正
午

▼
場　

所
‥

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
48
）
5
3
7
5

▼
日　

時

‥

8
月
25
日
（
土
）

 
 

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

▼
場　

所

‥

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市
計

画
課
ま
で
。

　　   　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。

 

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
展
示
会
】

【
展
示
会
】

 

平
成
19
年
度
夏
季
企
画
展

   

『
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
!!　

笛
堂
環
濠
』

▼
会　

期

‥

開
催
中
〜
9
月
2
日
（
日
）

▼
入
館
料

‥

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
】

【
講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
】

   

『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
5
回
）

　
「
フ
ル
ー
ト
の
歴
史
に
つ
い
て
ー
お
話
と
演
奏
ー
」

▼
日　

時

‥

8
月
12
日(

日)

午
後
2
時
か
ら

▼
講　

師

‥

安
藤
史
子 

氏

（
神
戸
女
学
院
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
講
師
）

▼
会　

場

‥

歴
史
博
物
館
2
階

 
 

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定　

員

‥

2
0
0
名
程
度（
席
は
自
由
席
で
す
）

▼
入
場
料

‥

無
料

▼
申　

込

‥

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

　
　
　

☎
（
64
）
1
4
1
4
ま
で
。

 
税
の
納
期

　

8
月
は
、
次
の
市
税
が
納
付
月
で
す
。

▼
固
定
資
産
税 

 

第
2
期

▼
国
民
健
康
保
険
税 

第
2
期

　

納
期
限
は
8
月
31
日
（
金
）
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

 

新
庄
図
書
館
文
学
講
座　

参
加
者
募
集

【
川
端
康
成
の
文
学
、「
伊
豆
の
踊
子
」
ま
で
】

　

康
成
の
生
い
立
ち
と
青
年
期
に
ふ
れ
、
作

品
を
鑑
賞
し
ま
す
。
永
遠
の
青
春
小
説
「
伊

豆
の
踊
子
」
が
書
か
れ
る
に
い
た
っ
た
事
情

な
ど
を
学
び
ま
す
。

▼
日　

時

‥

8
月
16
日
・
23
日
・
30
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場　

所

‥

新
庄
図
書
館　

学
習
室

▼
講　

師

‥

阿
尾 

時
男 

氏

（
奈
良
産
業
大
学
教
授
）

▼
対　

象

‥

大
人　

30
名
程
度

▼
参
加
費

‥

無
料

▼
申　

込

‥

新
庄
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、新
庄
図
書
館
☎
（
69
）
4
6
4
6
ま
で
。

　葛城市の社会福祉の推進にと
寄附をいただきました。

　株式会社　岩崎ミンク
          会長　岩崎　泰一　様

　この寄附は、今後の葛城市の
社会福祉推進のために、大切に
使わせていただきます。
　誠にありがとうございました。

 

2
0
0
8
年
版
奈
良
県
民
手
帳
予
約
受
付
中中

　

県
内
の
官

公
庁
、
救
急

医
療
施
設
な

ど
主
な
機
関

の
住
所
一
覧

や
、
全
国
と

県
、
市
町
村

の
主
要
統
計
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

1
冊
5
0
0
円
で
10
月
に
発
売
予
定
で
す
。

　

予
約
は
8
月
31
日
（
金
）
ま
で
、
企
画
調

整
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
企
画
調
整
課
ま
で
。

 

當
麻
図
書
館
【
手
話
で
あ
そ
ぼ
う
】

　

當
麻
図
書
館
で
は
、
手
話
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
簡
単
な
手
話
の
教
室
と
、
手
話
を
使
っ

た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
夏
休

み
の
一
日
、
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
学
び
、
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時

‥

8
月
19
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場　

所

‥

當
麻
図
書
館　

2
階
研
修
室

▼
内　

容

‥

　

第
1
部　

子
ど
も
向
け
の
簡
単
な
手
話
と
遊
び

　

第
2
部　

手
話
を
使
っ
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
「
だ
い
こ
ん
と
ご
ぼ
う
と
に
ん
じ
ん
」

　
　
「
う
ん
ち
し
た
の
は
だ
れ
よ
！
」

　
　
「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」

▼
出　

演

‥

北
葛
ブ
ロ
ッ
ク
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
会 

絵
本
班

▼
参
加
費

‥

無
料

◎
詳
し
く
は
、當
麻
図
書
館
☎
（
48
）
6
0
0
0
ま
で
。

 

図
書
館
連
続
講
座 

第
7
回
・
第
8
回 

参
加
者
募
集

　
【
物
語
の
魅
力
】

　

物
語
は
子
ど
も
た
ち
を
想
像
の
世
界
に

連
れ
て
い
き
、
多
く
を
経
験
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
、
心
を
支
え
る

力
を
も
つ
物
語
を
紹
介
し
ま
す
。

　

内
容
は
１
回
目
は
絵
本
か
ら
物
語
へ
の

橋
渡
し
幼
年
童
話
の
選
び
方
。

　

2
回
目
は
物
語
の
い
ろ
い
ろ
（
昔
話
、
歴

史
、
冒
険
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
ど
）
で
す
。

▼
日　

時

‥

　

1
回
目　

9
月
1
日
（
土
）
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

　

2
回
目　

9
月
9
日
（
日
）
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

▼
場　

所

‥

新
庄
図
書
館　

学
習
室

▼
講　

師

‥

吉
田
熙ひ

ろ
こ子

さ
ん

（
御
所
お
は
な
し
の
会 

代
表
）

▼
対　

象

‥
大
人

▼
参
加
費

‥
無
料

▼
申　

込
‥

新
庄
図
書
館
ま
た
は
當
麻
図
書
館
に

ご
来
館
ま
た
は
お
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
か
1
回
だ
け
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
図
書
館
ま
た
は
當
麻
図
書
館
ま
で
。 集
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消
費
生
活
相
談

　
「
架
空
請
求
や
悪
質
商
法
」
な
ど
の
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　

時

‥

8
月
13
日
（
月
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場　

所

‥

當
麻
庁
舎 

1
階
市
民
相
談
室

▼
相
談
料

‥

無
料（
随
時
受
付
相
談
い
た
し
ま
す
。）

※
本
年
度
よ
り
、
當
麻
庁
舎
と
新
庄
庁
舎
で

　

交
互
に
消
費
者
生
活
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
　

當
麻
庁
舎
：
偶
数
月
の
第
2
月
曜
日

　
　

新
庄
庁
舎
：
奇
数
月
の
第
2
月
曜
日

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

 

第
29
回
『
少
年
の
主
張
』
奈
良
県
大
会

（
作
文
発
表
大
会
）

　

原
稿
審
査
で
選
ば
れ
た
10
数
名
の
中
学

生
が
、
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
や
伝
え
た
い

こ
と
、
自
分
の
夢
や
希
望
な
ど
を
自
分
の

言
葉
で
発
表
し
ま
す
。
今
を
生
き
る
少
年
・

少
女
の
声
を
、
気
持
ち
を
、
主
張
を
聴
き
に
、

ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時

‥

9
月
9
日
（
日
）

 
 

午
後
1
時
30
分
〜

▼
場　

所

‥

當
麻
文
化
会
館

▼
入
場
料

‥

無
料

▼
定　

員

‥

4
0
0
名

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
青
少
年
課

 

☎
0
7
4
2
（
27
）
8
6
1
5

 
 

北
井
・
近
藤
ま
で
。

 

住
民
向
け
電
子
申
請
利
用
説
明
会

　

奈
良
県
と
県
内
市
町
村
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
自
宅
や
職
場
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
各
種
申
請
・
届
出
、
講
座
・
イ

ベ
ン
ト
申
込
、
公
共
施
設
の
空
き
状
況
や
予

約
申
込
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
（
奈
良
電
子
自

治
体
共
同
運
営
シ
ス
テ
ム
『
e
古
都
な
ら
』）

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

本
講
座
で
は
、
体
験
版
を
利
用
し
た
シ
ス

テ
ム
の
概
要
か
ら
基
本
操
作
方
法
ま
で
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▼
主　

催

‥

奈
良
県
電
子
自
治
体
推
進
協
議
会

▼
講
座
名

‥

〜
始
め
よ
う
！
〜

「
自
宅
で
『
e
古
都
な
ら
』」

▼
日　

時

‥

　

第
1
回　

8
月
25
日
（
土
）

 

午
前
9
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で　

　

第
2
回　

8
月
25
日
（
土
）

 

午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で

　

第
3
回　

8
月
29
日
（
水
）

 

午
前
9
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　

第
4
回　

8
月
29
日
（
水
）

 

午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で

▼
会　

場

‥

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

 
 

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

　
（
奈
良
市
大
安
寺
西
1
丁
目
1
0
0
0
番
地

　

☎
0
7
4
2
（
34
）
2
1
1
1
）

▼
内　

容

‥

　

○
シ
ス
テ
ム
（「
e
古
都
な
ら
」）
の
概
要

　

○
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
、
講
座
・

　
　

イ
ベ
ン
ト
申
し
込
み
サ
ー
ビ
ス
、
施
設

　
　

予
約
サ
ー
ビ
ス
の
操
作
方
法（
体
験
版
）

　

○
利
用
者
登
録
の
方
法

▼
募
集
定
員

‥

各
回
30
名
（
計
1
2
0
名
）

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
費　

用

‥

受
講
料
は
無
料
（
会
場
ま
で
の

　

交
通
費
・
駐
車
料
金
に
つ
い
て
は
、
受
講

　

者
で
負
担
）

▼
申
込
方
法

‥

往
復
は
が
き
に
、
希
望
日

　
（
第
2
希
望
ま
で
記
載
）・
住
所
・
氏
名
・

　

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切

‥

8
月
15
日
（
水
）　

必
着

▼
そ
の
他

‥

応
募
者
か
ら
提
出
い
た
だ
い

　

た
個
人
情
報
は
、
当
該
目
的
以
外
で
使
用

　

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
詳
し
く
は
、　

〒
6
3
0-

8
5
0
1

　

奈
良
市
登
大
路
町
30
番
地 

　

奈
良
県
電
子
自
治
体
推
進
協
議
会

 

（
奈
良
県
情
報
シ
ス
テ
ム
課
内
）

☎
0
7
4
2
（
27
）
8
4
5
0
ま
で
。

 

葛
城
納
税
協
会
複
式
簿
記
教
室

▼
日　

時

‥

8
月
21
日
（
火
）・
24
日
（
金
）・

　

28
日
（
火
）・
31
日
（
金
）・
9
月
4
日
（
火
）・

　

7
日
（
金
）・
11
日
（
火
） 

 

全
7
回
い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜
4
時

※
9
月
11
日
（
火
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

を
利
用
し
て
申
告
や
納
税
な
ど
が
で
き

　

る
国
税
電
子
申
告
（
e
ー
T
a
x
）
の

　

説
明
を
行
い
ま
す
。

▼
場　

所

‥

葛
城
納
税
協
会
2
階
会
議
室

（
大
和
高
田
市
西
町
1
ー
50
）

▼
受
講
料

‥

2
、
0
0
0
円

▼
持
参
品

‥

筆
記
用
具
・
計
算
用
具

（
テ
キ
ス
ト
は
用
意
し
ま
す
。）

▼
申
込
方
法

‥

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
納
税
協
会

 

　
　

☎
（
22
）
6
0
7
1

 

　
　

FAX
（
52
）
8
8
0
0
ま
で
。

 
個 
別 

相 

談 

会

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
（
人
工
肛
門
、
人
工

膀
胱
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
）
は
、
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
、
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
一
人
で
閉
じ
こ

も
ら
な
い
で
、
専
門
家
に
、
ま
た
同
憂
の
先

輩
と
相
談
し
て
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▼
日　

時

‥

8
月
28
日
（

火
）

午
前
9
時
〜
正
午

▼
場　

所

‥

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 
2
階 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

（
橿
原
市
大
久
保
町
3
2
0
ー
11
、

近
鉄
畝
傍
御
陵
前
駅
下
車
）

▼
相
談
料

‥

無
料

▼
相
談
員

‥

専
門
看
護
師
、
同
憂
の
先
輩

▼
対
象
者

‥

県
内
在
住
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

◎
詳
し
く
は
、

（
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

 
 

奈
良
県
支
部
事
務
局

 

☎
（
44
）
2
8
9
0
（
三
上
）
ま
で
。

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。　　　　　　

 
葛
城
市
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
の

受
付
終
了
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
葛
城
市
中
小
企
業
資
金
融
資

制
度
は
、
融
資
限
度
額
に
達
し
ま
し
た
の
で

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
融
資
を
利
用

し
た
い
方
は
、
県
の
融
資
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

て



●日時　8月 9日（木）第 2木曜日
 午前 9時～正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
　申込　不要（先着順）
●日時　8月 16日（木）第 3木曜日
 午前 9時～正午
　場所　忍海集会所
　申込　不要（先着順）
●日時　8月 23日（木）第 4木曜日
 午前 9時～正午
　場所　當麻文化会館
　申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課・社会福祉協議会
　　　　　　　☎ 69-3001

●日時　8月 16日（木）第 3木曜日
 午後 1時～ 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　8月 23日（木）第 4木曜日
 午後 1時～ 4時
　場所　當麻文化会館
　
◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
　　　　秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　☎ 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】　
　日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　大和高田市大中 106-2
　　　　経済会館 4階
【香芝支所】　
　日時　第 1水曜日（祝日は休み）
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　香芝市本町 1397
　　　　香芝市役所
【橿原支所】　
　日時　第 2・3水曜日（祝日は休み）
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　橿原市八木町 1-1-18
　　　　橿原市役所北館 1階
【王寺支所】　
　日時　第 4水曜日（祝日は休み）
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　王寺町久度 2-2-1-501
　　　　地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）
　　　　必ず電話で事前予約してください。
　　　　（☎ 0742(22)2035）
　　　　相談日の1週間前の同じ曜日午前9時 30分
　　　　から先着順にて受け付けます。
　　　　（祝日の場合は原則その前日より）
◎対象者　葛城市、大和高田市、橿原市、御所市、   
　　　　　香芝市、桜井市、宇陀市、北葛城郡、
　　　　　高市郡、磯城郡、宇陀郡、東吉野村に
　　　　　お住まいの方


